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一
、
鎌
倉
武
士
と
禅

鎌
倉
の
禅
は
、建
長
寺
と
円
覚
寺
を
中

心
に
繁
栄
を
極
め
ま
し
た
。こ
こ
で
は
武

士
と
禅
の
関
係
を
示
す
資
料
や
、鎌
倉
で

活
躍
し
た
禅
僧
の
頂ち

ん

相ぞ
う（
肖
像
画
）、頂
相

彫
刻
、
墨ぼ

く

跡せ
き

等
を
展
示
し
ま
す
。
蘭ら

ん

溪け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う
、無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

、高こ
う

峰ほ
う

顕け
ん

日に
ち

、夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き

の

頂
相
、
頂
相
彫
刻
と
墨
跡
が
揃
い
ま
す
。

高
僧
た
ち
の
精
神
を
も
写
し
た
と
思
え
る

ほ
ど
の
迫
真
の
描
写
に
対
面
し
て
く
だ
さ

い
。
初
公
開
の
蘭
溪
道
隆
の
彫
像
は
、
建

長
寺
境
内
で
も
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
西せ

い

来ら
い

庵あ
ん

に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

拝
観
の
機
会
は
今
回
の
み
で
す
。

二
、
中
国
と
の
往
来

鎌
倉
時
代
、中
国
か
ら
多
く
の
高
僧
が

日
本
に
渡
来
し
、
ま
た
、
日
本
か
ら
も
数

多
く
の
禅
僧
が
本
場
の
禅
を
求
め
て
中

国
に
渡
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
活
発
な

交
流
に
よ
っ
て
中
国
と
日
本
と
の
間
を

往
来
し
た
禅
僧
た
ち
は
、禅
と
と
も
に
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
鎌
倉
に
伝
え
ま
し
た
。

鎌
倉
の
禅
寺
は
、当
時
の
日
本
に
あ
っ
て
、

最
も
異
国
的
な
空
間
だ
っ
た
の
で
す
。円

覚
寺
開
山
・
無
学
祖
元
所
用
と
伝
え
ら

れ
る
、円
覚
寺
開
山
箪
笥
収
納
の
袈
裟
や

漆
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
品
さ
れ
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

三
、
鎌
倉
ゆ
か
り
の
絵
画

草
創
期
の
鎌
倉
の
禅
宗
寺
院
で
制
作
さ

れ
た
、鎌
倉
五
山
初
期
の
住
持
の
賛
が
あ

る
絵
画
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
活
躍

し
た
、
建
長
寺
の
仲
安

ち
ゅ
う
あ
ん

真し
ん

康こ
う

と
祥
啓

し
ょ
う
け
い

、
円

覚
寺
の
宗そ

う

淵え
ん（
雪
舟
の
弟
子
）と
い
っ
た
画

僧
た
ち
の
水
墨
画
、五
山
文
学
の
興
隆
を

物
語
る
詩
画
軸
は
見
ど
こ
ろ
で
す
。

北条時頼と蘭溪道隆により建長寺が創建されてから、今年で750年。

武士の都・鎌倉に花開いた多彩な禅文化を紹介する展覧会の開幕です。

今回は、会場の構成に従って、展覧会の誌上プレビューをお楽しみください。

鎌倉─禅の源流

'観音猿鶴図
牧谿筆 南宋時代・13世紀 京都・大徳寺蔵
当時、鎌倉の禅寺には牧谿の作品が複数
あったという記録があります。今回は牧
谿の代表作が京都・大徳寺から出品され
ます（6/3～6/15 展示）

建
長
五
年（
一
二
五
三
）、
鎌
倉
幕
府
五
代
執
権
・
北
条
時
頼
が
、
中
国
の
高
僧

蘭
溪
道
隆
を
招
い
て
建
長
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
室
町
時
代
に
至
る

ま
で
の
、
中
世
鎌
倉
お
よ
び
東
国
禅
林
の
文
化
遺
産
を
四
章
に
分
け
て
展
示
し

ま
す
。
禅
の
展
覧
会
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
、
特
に
彫
刻
の
作
品

が
充
実
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色
で
す
。

蘭溪道隆坐像
鎌倉時代・13世紀 神奈川・建長寺蔵
建長寺に中国の禅宗寺院の運営方法を導入し、日本に禅
宗を定着させた開山・蘭溪道隆の面差しをよくとらえ
た像。一般に公開されるのは今回が初めて

◎六祖図（部分）
無学祖元賛 鎌倉時代・13世紀 大阪・正木美術館蔵
無学祖元が建長寺の住持だった弘安3年（1280）頃に書いた賛
があることから、建長寺の画僧が制作したものと考えられます

◎円覚寺開山箪笥収納品より 袱子
元～明時代・14世紀 神奈川・円覚寺蔵
円覚寺には開山・無学祖元所用と伝えられる
袈裟、漆器、印などを収める箪笥が伝えられて
います。今回はそれらをまとめて展示します

建長寺創建750年記念 特別展
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建長寺創建750年記念 特別展

鎌倉―禅の源流
6月3日（火）～7月13日（日）
東京国立博物館 平成館

主　　催 東京国立博物館、日本経済新聞社
企画協力 大本山建長寺　
特別協賛 キヤノン
協　　賛 商船三井、大成建設、三井物産、

横河電気

伽藍神像　鎌倉時代・13世紀 神奈川・建長寺蔵
道教の神が着ける冠、服、履は日本では見慣れないもの。
5体のうち1体の顔面にはひげを植えた孔もある

四
、
中
国
風
文
化
の
隆
盛

鎌
倉
の
禅
刹
に
は
多
く
の
仏
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。宝
冠
釈
迦
如
来
像
、

滝
見
観
音
像
あ
る
い
は
水
月
観
音
像
そ

し
て
伽
藍
神
像
な
ど
で
す
。こ
れ
ら
は
禅

宗
独
特
の
尊
像
で
、中
国
で
は
宋
時
代
か

ら
元
時
代
に
大
流
行
し
た
も
の
。中
国
風

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
鎌
倉
で
も
盛

ん
に
造
ら
れ
ま
し
た
。他
の
地
域
に
は
あ

ま
り
な
い
、変
わ
っ
た
形
、表
情
の
像
に
眼

を
奪
わ
れ
ま
す
。

（
浅
見
龍
介
）
◎観音像
伝祥啓筆 室町時代・15～16世紀
神奈川・建長寺蔵
岩にもたれて月を見たり、滝に足を打
たせたり、海上を渡ったりというユニ
ークな姿で描かれた32幅の観音像

◆記念講演会
6月14日（土）13時30分～（開場13時予定）
講師　東京国立博物館 浅見龍介

《事前申込制、締切：6月4日》
6月28日（土）13時30分～（開場13時予定）
講師　臨済宗妙心寺派福聚寺副住職・作家

玄侑宗久《事前申込制、締切：6月18日》
会場：平成館大講堂
定員：380名（応募者多数の場合は抽選）
＊聴講無料（特別展の観覧券が必要）

◆茶会
立礼式薄茶点前
席主：永井宗誠（臨済宗建長寺派宗務総長）
「茶禅一味」の言葉通り、互いに影響を受けなが
ら発展してきた禅と茶の文化。お茶を味わいな
がら、席主の解説により、禅と茶の湯の関わり、
茶事の楽しみ方を学びます。
6月7日（土）、8日（日）、22日（日）、28日（土）、
7月5日（土）、6日（日）
各日　10時～、11時～、12時～、13時～、

14時～（計5回）
会場：庭園内 応挙館
料金：2100円
（菓子付、特別展観覧料含む、お一人様１回限り）
定員：各回 50名《事前申込制・先着順》

◆坐禅会
坐禅は禅の修道の基本です。正しい坐禅の仕方
を学び、実際に体験することでより深く禅文化
を理解していただけるでしょう。
会期中の毎週金曜日
各日　11時～、13時～、15時～、16時30分～、

18時～（計5回）
会場：庭園内 応挙館
定員：各回 60名《当日先着順・入れ替え制》
＊参加無料。ただし特別展観覧券または半券を
ご提示ください。当日10時から整理券配布。

◆パントマイム―ZEN―
ヨーロッパ・マイム界の第一人者ミラン・ス
ラデク氏が、本展覧会にちなんで創作プログラ
ムを発表。世界初公開！
6月6日（金）18時30分開演
会場：平成館大講堂
料金：3100円（特別展観覧料含む）
定員：350名《事前申込制・先着順》
＊申込方法の詳細は、TEL 03-3545-8295
「鎌倉」展イベント事務局まで

8月5日（火）～10月5日（日）平成館

アレクサンドロス大王と
東西文明の交流展

主催：東京国立博物館・ＮＨＫ・

ＮＨＫプロモーション・読売新聞社
マケドニアのアレクサンドロス大王によ

る東征を契機に、ギリシャ文化と東方世界の
文化が融合して生まれたヘレニズム文化の
美術をご覧いただきます。

10月7日（火）―12月21日（日）表慶館

ダイヤモンド ジュエリー展
―ヨーロッパの宝飾400年―

主催：東京国立博物館・ＴＢＳ
16世紀から現代までの、ダイヤモン
ド・ジュエリーの名品を集めます。歴史
に輝く王侯貴族が身につけたジュエリー
の数々を表慶館でご堪能ください。

■これからの特別展

講演会と関連イベントのお知らせ

アレクサンドロス像
ルーヴル美術館蔵
○RMN-H   Lewandowski

翼のモチーフのある
小さなティアラ
アントワープ州立
ダイヤモンドミュージアム蔵

C
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二
〇
〇
三
年
は
、徳
川
家
康
が
江
戸
に

幕
府
を
開
い
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
〇
〇
年

に
あ
た
り
ま
す
。二
世
紀
半
に
及
ぶ
平
和

と
繁
栄
の
時
代
・
江
戸
、十
八
世
紀
半
ば
に

早
く
も
人
口
百
万
に
成
長
し
た
都
市
・
江

戸
。そ
の
文
化
は
、広
く
、深
く
、多
彩
で
、

今
に
生
き
る
私
た
ち
を
魅
了
し
て
や
み
ま

せ
ん
。東
京
国
立
博
物
館
で
は
、こ
の
記
念

す
べ
き
年
に
特
集
陳
列
シ
リ
ー
ズ「
幕
府
と

町
人
」を
企
画
し
ま
し
た
。江
戸
と
い
う
時

代
と
都
市
に
関
わ
る
美
術
作
品
や
歴
史
資

料
を
駆
使
し
て
、江
戸
の
風
景
、江
戸
の
暮

ら
し
、江
戸
の
文
化
、江
戸
の
科
学
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
江
戸
に
迫
り
ま
す
。

秋
に
は
、江
戸
開
府
四
〇
〇
年
記
念
特
別

展「
伊
能
忠
敬
と
日
本
図
」も
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

木
々
や
動
物
た
ち
の
生
命
力
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
構
成

四
季
花
鳥
図
屏
風
伝
雪
舟
筆

江
戸
城
は
、幕
末
・
維
新
期
に
主
な
建

物
が
焼
失
し
、明
治
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど

が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
江

戸
城
天
守
閣
図
」や
、取
り
壊
し
直
前
に

撮
影
さ
れ
た「
旧
江
戸
城
写
真
帖
」（
重
文
）

な
ど
に
よ
っ
て
、失
わ
れ
た
江
戸
城
の
姿

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
奥
絵
師
の

狩
野
晴
川
院（
養
信
、一
七
九
六
〜
一
八

四
六
）ら
の
手
に
な
る
華
麗
な「
江
戸
城

障
壁
画
下
絵
」や
、そ
の
制
作
の
過
程
が

知
ら
れ
る
晴
川
院
自
筆
の「
公
用
日
記
」

の
他
、「
江
戸
城
内
上
水
及
下
水
諸
図
」な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

購
入
あ
る
い
は
ご
寄
贈
に
よ
っ
て
当
館
の
収
蔵
品
と
な
っ
た
作
品
を

お
披
露
目
す
る
新
収
品
展
。
な
か
で
も
注
目
の
作
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
新
収
品
5
月
13
日
（火）
〜
6
月
22
日
（日）

本
館
特
別
第
3
・
4
室

幕
府
と
町
人
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
通
し
て
、

新
し
い
観
点
か
ら
江
戸
時
代
の
文
化
と
歴
史
に
触
れ
る
シ
リ
ー
ズ
企
画

全
十
二
回

江
戸
開
府
四
〇
〇
年
記
念

特
集
陳
列
シ
リ
ー
ズ
「
幕
府
と
町
人
」

江
戸
城
再
現

4
月
22
日
（火）
〜
6
月
1
日
（日）

本
館
第
14
室

「徳川将軍家の栄華」 3月18日（火）～4月20日（日）本館第14室
「江戸城再現」 4月22日（火）～6月1日（日） 本館第14室
「江戸の料理」 7月1日（火）～8月10日（日） 本館第19室
「江戸を掘る」 7月19日（土）～9月28日（日）平成館寄贈品展示室
特別一挙公開
「北斎の冨嶽三十六景」 8月12日（火）～9月7日（日） 本館第18室
「江戸の納涼」 8月12日（火）～9月21日（日）本館第19室
「広重の江戸名所」 9月9日（火）～10月5日（日） 本館第18室
「江戸の雛形」 9月23日（火・祝）～11月3日（月・祝） 本館第19室
「江戸の博物学」 11月5日（水）～12月14日（日）本館第19室
「江戸の年中行事」 12月16日（火）～2004年1月25日（日）本館第19室
「江戸の作法」 1月27日（火）～3月7日（日） 本館第19室
「江戸の医学書」 3月9日（火）～3月31日（水） 本館第19室

江戸開府400年記念 特別展

伊能忠敬と日本図
10月31日（金）～12月14日（日） 平成館特別展示室

日本地図の大展覧会です。伊能忠敬が最高度の測量技術を駆使して作成し
た「大日本沿海輿地図」は必見。昨年当館で発見され、これが初披露となる
小図（三枚揃い）をはじめとし、当館所蔵の伊能図がすべて揃って公開さ
れるはじめての機会となります。◎旧江戸城写真帖　明治時代・19世紀

本丸内の水道施設でポーズをとる武士たち

江戸開府400年記念 特集陳列シリーズ

「幕府と町人」全12回

◆
◆
◆

雪
舟
の
花
鳥
図
屏
風
を
考
え
る
と

き
、最
も
重
視
さ
れ
る
三
つ
の
屏
風
の

一
つ
が
、こ
の
作
品
で
す
。こ
れ
ら
雪
舟

の
花
鳥
図
屏
風
の
第
一
の
特
徴
は
、動

植
物
が
実
物
大
に
近
い
大
き
さ
で
描
か

れ
て
い
る
た
め
、た
い
へ
ん
迫
力
が
あ

る
こ
と
で
す
。第
二
は
、画
面
を
所
狭
し

と
ば
か
り
に
伸
び
る
樹
木
の
強
い
生
命

力
の
表
現
で
す
。第
三
は
、鳥
の
動
き
や

樹
木
の
枝
ぶ
り
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
で
す
。

昨
春
、当
館
は
雪
舟
没
後
五
百
年
を

迎
え
て
の
雪
舟
展
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。そ
の
よ
う
な
節
目
に
こ
の
花
鳥
図

屏
風
の
名
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、ま
こ
と
に
喜

ば
し
く
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

（
救
仁
郷
秀
明
）

主な展示作品
◎四季花鳥図屏風
伝雪舟筆　　
室町時代・15世紀

坪内老大人像
江戸時代・19世紀

毘沙門天立像　
平安時代・12世紀

金銅輪宝
鎌倉時代・13世紀

花入　
信楽　
桃山時代・16～17世紀

振袖 白絖地楓竹矢来文字模様
江戸時代・18世紀

コルシーニ宮蒔絵プラーク　
江戸時代・19世紀

罍
西周時代・前11～10世紀　

青花蓮池文大皿
景徳鎮窯　
元時代・14世紀

梅花水仙図
天如筆　
明時代・正統6年(1441)

草書孟浩然詩巻
張瑞図筆　
明時代・天啓2年(1622)

◎四季花鳥図屏風　伝雪舟筆　室町時代・15世紀　右隻



平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内
　
2
0
0
3
年
5
・
6
月

日
本
の
意
匠
は
、常
に
季
節
感
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
は
、日
本
人
が
四
季
の
移

り
変
わ
り
と
と
も
に
生
き
て
き
た
か
ら
で

し
ょ
う
。近
世
の
染
織
模
様
に
、四
季
折
々

の
風
物
に
注
が
れ
た
日
本
人
の
愛
情
を
再

発
見
し
ま
す
。

新
緑
あ
ふ
れ
る
五
月
か
ら
六
月
は
、つ
や

や
か
な
松
樹
に
掛
か
る
淡
い
紫
色
の
藤
の
花

房
が
風
に
ゆ
れ
、桐
の
花
が
山
裾
を
彩
る
景

色
を
遠
く
に
眺
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。初
夏

釈
と
い
う
文
字
に
は

「
置
く
」、奠
に
は「
据
え

る
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。だ
か
ら
、釈
奠

せ
き
て
ん

は
、
孔
子
を
は
じ
め
と

す
る
先
哲
の
霊
前
に
い

ろ
い
ろ
な
供
え
も
の
を

置
い
た
り
据
え
た
り
す

る
祭
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

祭
が
、わ
が
国
で
も
っ
と
も
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
江
戸
時
代
の
こ
と
。元
禄
四
年（
一

六
九
一
）に
は
、儒
教
の
熱
烈
な
信
奉
者
で

あ
る
将
軍
綱
吉
が
、湯
島
に
大
規
模
な
聖

堂
を
建
立
し
て
、釈
奠
の
祭
も
盛
大
を
き

わ
め
ま
す
。

さ
て
、今
回
陳
列
す
る
の
は
、そ
の
お
祭

り
に
使
わ
れ
た
道
具
の
数
々
で
す
。饌
具
、

つ
ま
り
お
供
え
す
る
飲
食
物
の
容
器
か

ら
、香
具
、燭
台
、文
房
具
に
い
た
る
ま
で

…
…
。漆
芸
、金
工
の
技
術
の
粋
を
凝
ら
し

て
造
ら
れ
た
道
具
類
を
通
じ
て
、往
時
の

盛
儀
の
さ
ま
を
偲
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。

（
小
松
大
秀
）

に
ふ
さ
わ
し
い
模
様
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
小
袖
を
展
示

い
た
し
ま
す
。ま
た
、五
月

五
日
は
菖
蒲
の
節
句
。は

つ
ら
つ
と
し
た
鯉
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
き
も
の
を
出
し

て
み
ま
し
た
。菖
蒲
の
節

句
は
男
子
の
健
や
か
な
成

長
を
願
う
お
ま
つ
り
で
も

あ
り
ま
す
。武
家
の
服
飾

に
見
る
男
性
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、胴
服

ど
う
ふ
く

や
陣
羽
織
、粋

な
小
紋
の
裃

か
み
し
もな
ど
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

■
染
織
■

初
夏
を
感
じ
る
小
袖
と
武
家
の
衣
裳

近
世
の
染
織

６
月
29
日
（日）
ま
で
　
本
館
第
３
室

天球儀　安永年間（1772～81）奉献
表面に星座、赤道などを描いた天球の模型。
祭の際、聖堂内に飾られたもの

◎浅葱白紫染分練緯地銀杏雪輪模様胴服　桃山時代・16世紀
桃山時代の武家ファッションを彩った「辻が花染」の胴服

■
漆
工
■

工
芸
技
術
の
粋
を
凝
ら
し
た
お
供
え
の
道
具

特
集
陳
列
「
孔
子
さ
ま
の
お
ま
つ
り
―
湯
島
聖
堂
釈
奠
器
―
」

6
月
29
日
（日）
ま
で
　
本
館
第
4
室

■
考
古
■

中
国
か
ら
き
た
霊
獣

銅
鏡
に
み
る
四
神
像
の
変
遷6

月
15
日
（日）
ま
で
　
平
成
館
考
古
展
示
室

青
龍
・
白
虎
・
朱す

雀ざ
く

・
玄げ

ん

武ぶ

か
ら
な
る

四
神
は
四
方
を
護
る
霊
獣
で
、古
代
中
国

の
世
界
観
で
あ
る
北
極
星（
大
極
＝
太
一
）

と
二
十
八
の
星
宿
で
構
成
さ
れ
る
天
を
象

徴
し
、日
本
の
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
や
都

城
の
朱
雀
大
路
・
大
極
殿
な
ど
の
名
称
に

も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
思
想
の

原
形
は
春
秋
戦
国
期
か
ら
み
ら
れ
、漢
代

に
は
神
仙
像
な
ど
と
と
も
に
画
像
石
や
銅

鏡
の
図
像
・
銘
文
に
さ
か
ん
に
表
現
さ
れ

ま
し
た
。弥
生
時
代
中
頃
か
ら
は
、方ほ

う

格か
く

規き

矩く

四し

神
鏡

し
ん
き
ょ
う

な
ど
の
後
漢
鏡
が
多
数
舶
載
さ

れ
ま
し
た
が
、古
墳
時
代
国
産
鏡
の
四
神

像
は
次
第
に
形
骸
化
し
、そ
の
構
成
も
崩

れ
て
渦
文
化
、つ
い
に
は
省
略
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。古
代
日
本
に
お
け
る
四
神
思

想
の
直
接
の
影
響
は
八
世
紀
初
め
頃
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、日
本
列
島
に
お
け

る
中
国
思
想
の
段
階
的
な
受
容
の
一
端
を

示
し
て
い
ま
す
。

（
古
谷
　
毅
）

◎変形方格規矩四神鏡　
奈良県河合町 佐味田宝塚古墳出土 4世紀
大型国産鏡。四神像の構成がくずれ、変形も著しい
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■
中
国
書
跡
■

華
麗
で
多
彩
な
書
の
系
譜

明
時
代
の
書
　
５
月
27
日
（火）
〜
７
月
21
日（
月
・
祝
）
東
洋
館
第
8
室

■
法
隆
寺
献
納
宝
物
■

遠
い
異
国
に
思
い
を
は
せ
て

伎
楽
面

４
月
29
日（
火
・
祝
）〜
５
月
25
日
（日）

法
隆
寺
宝
物
館
第
3
室

元
時
代
の
余
風
に
覆
わ
れ
て
い
た
明
初

の
書
も
、や
が
て
経
済
の
中
心
が
呉
中（
江

蘇
省
蘇
州
）周
辺
に
移
る
と
、祝
允
明

し
ゅ
く
い
ん
め
い

、文ぶ
ん

徴
明

ち
ょ
う
め
い

、王
寵

お
う
ち
ょ
う

ら「
呉
中
の
三
才
子
」を
は
じ

め
と
す
る
優
れ
た
文
人
が
輩
出
さ
れ
、明

代
書
法
の
鼎
盛
期
を
形
成
し
ま
し
た
。魏

晋
時
代
の
小
楷
に
範
を
求
め
た
そ
の
書

は
、古
風
な
書
風
の
中
に
気
高
さ
を
た
た

え
た
も
の
で
す
が
、一
部
に
は
伝
統
に
拘

束
さ
れ
な
い
、自
由
な
姿
態
を
尚と

う
と

ぶ
狂
草

も
好
ま
れ
ま
し
た
。

明
の
後
期
に
、率
意
の
書
を
理
想

と
し
た
董と

う

其き

昌し
ょ
う

が
出
現
す
る
と
、書

画
の
主
流
は
再
び
華
亭（
上
海
市
松

江
）に
移
り
、そ
の
書
風
は
後
世
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。明
末
清
初

に
は
、連
綿
の
行
草
書
に
豊
か
な
情

感
を
盛
り
込
ん
だ
張
瑞

ち
ょ
う
ず
い

図と

、黄
道
周

こ
う
ど
う
し
ゅ
う

、

王
鐸

お
う
た
く

、

ら
の
個
性
的
な
一
派

が
新
興
し
ま
し
た
。明
代
中
後
期
の

諸
相
を
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

（
富
田
　
淳
）

伎
楽
は
、仏
へ
の
供
養
と
し
て
、法
会
の

際
に
演
じ
ら
れ
た
仮
面
舞
で
す
。『
日
本
書

紀
』推
古
天
皇
二
十
年（
六
一
二
）の
条
に
、

「
百
済
の
人
味
摩
之

み

ま

し

帰
化
す
。曰
く
呉
に
学

び
て
伎
楽
舞
を
得
た
り
」と
あ
る
よ
う
に
、

も
と
も
と
は
、中
国
の
呉
の
国
で
起
こ
り
、

そ
こ
か
ら
百
済
を
経
て
、日
本
に
伝
わ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。伎
楽
面
は
、頭
か

ら
か
ぶ
る
よ
う
に
装
着
す
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
、そ
の
種
類
と
し
て
は
、酔す

い

胡こ

従じ
ゅ
う

、

治ち

道ど
う

、呉ご

公こ
う

、呉ご

女じ
ょ

、力
士
、金
剛

こ
ん
ご
う

、崑こ
ん

崙ろ
ん

、

迦
楼
羅

か

る

ら

、太た
い

孤
父

こ

ふ

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、治

道
に
見
る
大
き
な
鼻
を
も
っ
た
ペ
ル
シ
ャ

人
風
の
容
貌
を
し
た
も
の
や
、丸
い
髷
を
結

っ
た
中
国
女
性
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま

な
顔
立
ち
を
し
た
人
物
や
、さ
ら
に

迦
楼
羅
の
よ
う
な
イ
ン
ド
神
話
に
出

て
く
る
鳥
な
ど
も
あ
っ
て
、実
に
多

彩
で
す
。ま
さ
に
日
本
が
東
西
交
流

の
到
達
点
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に

示
す
遺
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。平

安
時
代
の
後
期
に
は

衰
え
ま
し
た
が
、今
な

お
、私
た
ち
に
ロ
マ
ン

を
か
き
た
て
て
く
れ

る
も
の
が
、こ
の
伎
楽

面
に
は
あ
り
ま
す
。

（
原
田
一
敏
）

楷書前後出師表巻　祝允明筆　明時代・正徳9年（1514）
金箔を散らした彩箋に、諸葛孔明の出師表を書いた祝允明の代表作

◎伎楽面　獅子児　
奈良時代・8世紀
獅子を操る少年の面。アーモ
ンド型の目が印象的

◎伎楽面　酔胡王　
奈良時代・8世紀
鼻の高い異国風の西域の王様

『
木
曾
海
道
六
拾
九
次
之
内
』シ
リ
ー
ズ

は
、
歌
川
広
重
の
『
東
海
道
五
拾
三
次
之

内
』シ
リ
ー
ズ
の
売
れ
行
き
が
良
か
っ
た

た
め
、版
元
の
保
永
堂
が
二
匹
目
の
ド
ジ

ョ
ウ
を
狙
っ
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。中

山
道（
木
曾
海
道
）の
板
橋
か
ら
守
山
ま
で

の
宿
駅
六
十
七
宿
と
、東
海
道
と
合
流
し

た
草
津
、大
津
の
二
宿
、そ
れ
に
起
点
の
日

本
橋
を
描
い
て
お
り
、最
初
は
溪
斎
英
泉

（
一
七
九
一
〜
一
八
四
八
）が
描
き
、途
中

か
ら
広
重
が
加
わ
り
ま
し
た
。

埼
玉
の
大
宮
は
、四
番
目
の
宿
で
す
が
、

大
宮
の
郊
外
か
ら
は
今
も
富
士
山
が
き
れ
い

に
見
え
ま
す
。こ
の
図
は
溪
斎
英
泉
が
描
い

た
も
の
で
、線
遠
近
法
を
意
識
し
た
構
図
が

取
ら
れ
、葛
飾
北
斎
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、他
に
広
重
の
作
品
を

加
え
同
シ
リ
ー
ズ
の
十
一
図
を
展
示
し
ま
す

の
で
比
較
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
田
沢
裕
賀
）

木曾海道六拾九次之内・大宮宿富士遠景　
溪斎英泉筆 江戸時代・19世紀

■
浮
世
絵
版
画
■

旅
の
心
に
誘
わ
れ
て

木
曾
海
道
六
拾
九
次
之
内

5
月
27
日
（火）
〜
6
月
22
日
（日）
本
館
特
別
第
１
室

源
平
の
合
戦
と
い
う
乱
世
を
経
て
、武
家

政
権
が
樹
立
さ
れ
た
時
代
の
変
わ
り
目
に
現

れ
た
運う

ん

慶け
い（
〜
一
二
二
三
）と
快か

い

慶け
い

。平
安
貴

族
が
好
ん
だ
穏
和
な
作
風
が
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
停
滞
気
味
だ
っ
た
造
仏
界
に
あ
っ
て
、写

実
的
で
運
動
感
に
富
む
新
鮮
な
作
風
を
創
造

し
て
、頭
角
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。彼
ら
は

奈
良
に
拠
点
を
置
い
て
、古
い
時
代
の
仏
像

に
触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
、東
大
寺

大
勧
進
俊
乗
房
重
源

し
ゅ
ん
じ
ょ
う
ぼ
う
ち
ょ
う
げ
ん
と
の
密
接
な
交
流
か

ら
、中
国
・
宋
時
代
の
文
化
の
情
報
を
得
た

こ
と
が
創
造
の
源
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
の

後
も
湛た

ん

慶け
い（
一
一
七
三
〜
一
二
五
六
）、康こ

う

円え
ん

（
一
二
〇
七
〜
？
）を
輩
出
し
、武
士
や
貴
族
、

有
力
寺
院
の
造
像
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
続

け
ま
し
た
。三
世
代
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が

れ
た
慶
派
の
特
色
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。第
9

室
に
は
康
円
の
代
表
作
で
あ
る
文
殊
五
尊
像

を
展
示
し
ま
す
。

（
浅
見
龍
介
）

■
彫
刻
■

鎌
倉
時
代
の
新
潮
流

慶
派
の
彫
刻

6
月
29
日
（日）
ま
で

本
館
第
8
室

◎大日如来坐像　鎌倉時代・12世紀 栃木・光得
寺蔵 有力な御家人足利義兼の依頼で運慶が造った
とみられる作品。荘厳・厨子すべて製作当初のもの
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■
寄
贈
品
展
示
室
■

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
を
東
博
で

特
集
陳
列
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
か
ら
の
贈
り
も
の
」

6
月
１
日
（日）
ま
で
　
平
成
館
寄
贈
品
展
示
室

ル
イ
ス
・
カ
ム
フ
ォ
ー
ト
・
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
か

け
て
活
躍
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ガ
ラ
ス
工
芸

作
家
で
す
。宝
飾
器
で
有
名
な
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
の
創
業
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ル
イ
ス
・
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
長
男
と
し
て
一
八
四
八
年

に
生
ま
れ
、絵
画
を
学
び
、室
内
装
飾
、ガ
ラ

ス
工
芸
へ
と
そ
の
世
界
を
広
げ
て
い
き
ま

し
た
。一
八
九
三
年（
明
治
二
十
六
）、シ
カ

ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
で
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
は
五
十
四
も
の
賞
を
獲
得
、

名
声
が
世
界
に
広
が
り
ま
し
た
。今

回
ご
紹
介
す
る
の
は
そ
の
二
年
後
、

一
八
九
五
年
に
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
作
品
で
す
。時
期
的
に

は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
隆
盛
の

中
で
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ガ
ラ
ス
工
芸

が
開
花
す
る
直
前
で
あ
り
、そ
の
意

味
で
も
貴
重
な
作
品
を
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
伊
藤
嘉
章
）

日
本
画
家
川
端
龍
子
旧
蔵
の
名
品

特
集
陳
列
「
川
端
家
寄
贈
の
毘
沙
門
天
立
像
」

6
月
7
日
（土）
〜
7
月
13
日
（日）

平
成
館
寄
贈
品
展
示
室

こ
の
毘び

沙
門
天

し
ゃ
も
ん
て
ん

立
像
は
、大
正
、昭
和
に

活
躍
し
た
日
本
画
家
川か

わ

端ば
た

龍り
ゅ
う

子し

（
一
八
八

五
〜
一
九
六
六
）が
所
蔵
し
て
い
た
も
の

で
す
が
、こ
の
度
、川
端
家
の
ご
厚
意
に
よ

っ
て
当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。龍
子
は

こ
の
像
を
愛
し
、自
宅
内
に
持
仏
堂
を
建

て
、大
切
に
祀
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

本
像
に
は
毘
沙

門
天
を
表
し
た
百

十
枚
に
及
ぶ
印い

ん

仏ぶ
つ

と
彩
色
さ
れ
た
二

枚
の
画
像
が
納
め

ら
れ
て
お
り
、
一

部
の
印
仏
に
記
さ

れ
た
墨
書
か
ら
、印
仏
は
応
保
二
年（
一
一

六
二
）に
供
養
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、本

像
の
造
立
も
そ
の
頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
。さ

ら
に
、も
と
中
川
寺（
奈
良
市
中
ノ
川
町
に

所
在
し
、現
在
寺
跡
の
み
が
残
る
）十
輪
院

◎毘沙門天立像　
平安時代・
応保2年（1162）
切金をまじえた華麗
な彩色が美しい

ステンドグラス「独立戦争図」ルイス・カムフォート・ティファニー作 19世紀
赤い服はイギリス軍、独立戦争の一場面です。画題をご存知の方いら
っしゃいませんか？！

持
仏
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ

ま
す
。ま
た
、切
金
を
ま
じ
え
た
当
初
の
彩

色
が
よ
く
残
り
、鎌
倉
時
代
に
一
般
化
す
る

玉
眼
を
嵌
入
し
た
仏
像
の
早
い
例
と
し
て
も

貴
重
で
す
。今
回
は
、印
仏
や
画
像
の
納
入

品
も
陳
列
し
、著
名
で
あ
り
な
が
ら
一
般
公

開
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
本
像
の
全
容

を
紹
介
し
ま
す
。（
岩
佐
光

）

「
一
乗
比
丘
久
成
墓
」と
の
み
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。も
う
お
判
り
で
し
ょ

う
、東
京
国
立
博
物
館
の
創
立
者
町

田
久
成
の
お
墓
な
の
で
す
。当
館
の

庭
園
内
に
あ
る「
町
田
石
谷
君
碑
」

に
は「
殯
上
野
津
梁
院
、葬
滋
賀
法

明
院
」と
あ
り
ま
す
よ
う
に
滋
賀
県

に
も
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）に
上

野
に
博
物
館
を
開
館
さ
せ
た
久
成

は
、
唐
突
に
官
を
辞
し
て
僧
籍
に

は
い
り
数
奇
な
人
生
を
送
り
ま

す
。そ
し
て
病
を
得
、夢
を
託
し
た

上
野
で
死
を
迎
え
ま
す
。
明
治
三

十
年
九
月
十
五
日
の
こ
と
で
享
年

六
十
歳
で
し
た
。

町
田
久
成
の
墓
所
は
現
在
台
東

区
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
上
野
仁
哉
）

初
代
博
物
館
長

町
田
久
成
の
墓
所

上
野
桜
木

津
梁
院

歌
仙
ほ
ど
御
寺
の
な
ら
ぶ
花
の
山

こ
の
花
の
山
と
は
も
ち
ろ
ん
上

野
の
山
の
こ
と
で
、
歌
仙
ほ
ど
お

寺
が
並
ぶ
と
い
う
の
は
、
寛
永
寺

の
宿
坊
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
が

歌
仙
の
数
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
三
十

六
も
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
寛
永

寺
で
執
り
行
わ
れ
る
法
会
に
参
列

す
る
大
名
た
ち
が
前
夜
か
ら
分
宿

し
た
の
で
そ
の
寺
を
宿
坊
と
い
い

ま
す
。

こ
の
宿
坊
の
ひ
と
つ
に
津
梁
院

し
ん
り
ょ
う
い
ん

が
あ
り
ま
す
。寛
永
十
三
年
に
建
立

さ
れ
た
寛
永
寺
の
子
院
で
津
軽
藩

の
宿
坊
で
し
た
。こ
の
お
寺
の
墓
地

に
自
然
石
を
用
い
た
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
お
墓
が
あ
り
ま
す
。笠
付
塔

婆
の
形
を
し
た
お
墓
の
正
面
に
は

初代博物館長・町田久成（1838?～97）の墓
久成の一周忌、明治31年9月に墓碑が建てられた

1



国宝室 本館第12室、第19室（第19室は2003年6月1日まで）
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国宝室／工芸の至宝室 展示予定
本館のハイライト、国宝室と工芸の至宝室の平成15年度展示スケジュールが決まりました。

3／4～4／20

4／8～5／5

4／22～6／1

5／7～6／1

6／2～6／30

7／1～8／3

8／5～9／15

9／17～10／26

10／28～12／7

12／9～1／18

1／20～2／29

3／2～3／31

'大般若経（和銅五年十一月十五日長屋王願経）
'賢愚経残巻（大聖武）伝聖武天皇筆

'鷹見泉石像 渡辺崋山筆

'秋萩帖 伝小野道風筆
'寛平御時后宮歌合

'餓鬼草紙絵巻

リニューアルのため閉室

'山水屏風

'孔雀明王像

'元暦校本万葉集

'虚空蔵菩薩像

'法華経（久能寺経）

'地獄草紙絵巻

'普賢菩薩像

3／4～4／20

4／22～6／29

7／8～8／31

9／2～10／26

10／28～12／21

12／23～
2004／3／7

3／9～3／31

'片輪車蒔絵螺鈿手箱
◎銅梅竹透釣灯籠
◎黒糸威二枚胴具足

'金銅蓮華唐草文磬　　
◎陣羽織 猩々緋羅紗地違鎌模様　　
'八橋蒔絵螺鈿硯箱　尾形光琳作

'銅経筒　　
◎自然釉大壺
◎金銅吉野曼荼羅懸仏　　
◎銅板鋳出蔵王権現像

◎金銅火焔宝珠形舎利容器　
◎小袖 白綾地秋草模様 尾形光琳筆
◎男山蒔絵硯箱　　

◎金銅五種鈴　　
◎縫箔 紅白段菊芦水鳥模様　
◎朱漆金蛭巻大小　　

◎楓流水鶏図真形釜　芦屋
'舟橋蒔絵硯箱　本阿弥光悦作
◎小袖 黒紅綸子地熨斗模様　

'太刀 銘備前国長船住景光元亨二年五月日

◎銅釣灯籠　
◎鼠志野鶺鴒文鉢　美濃

佐賀・太平寺
東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館
東京国立博物館

東京国立博物館

京都・神護寺

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

静岡・鉄舟寺

東京国立博物館

鳥取・豊乗寺

本館第19室
本館第19室

本館第12室

本館第19室
本館第19室

本館第12室

本館第12室

本館第12室

本館第12室

本館第12室

本館第12室

本館第12室

本館第12室

東京国立博物館
東京国立博物館
東京国立博物館

京都・禅林寺
東京国立博物館
東京国立博物館

鳥取・倭文神社
個人
奈良・大峯山寺
奈良・大峯山寺

東京国立博物館
東京国立博物館
東京国立博物館

静岡・尊永寺
東京国立博物館
東京国立博物館

東京国立博物館
東京国立博物館
東京国立博物館

東京国立博物館
千葉・笠森寺
東京国立博物館

本館第2室

本館第2室

本館第2室

本館第2室

本館第2室

本館第2室

本館第2室

＊当館では、2003年7月に本館2階のリニューアルを予定しており、国宝室の絵画（12室）と書跡（19室）が
1つの部屋に統合され、第12室のみが国宝室となります。また、このリニューアルに伴い、本館2階は6月
2日～30日の間閉室となりますのでご注意ください。

工芸の至宝室 本館第2室

'餓鬼草紙絵巻

'地獄草紙絵巻

◎金銅五種鈴

'普賢菩薩像

'銅経筒

◎陣羽織 猩々緋羅紗地違鎌模様
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こどもミュージアム

小・中学生のみなさんに美術や歴史の面白さ、博物館の活動について楽しく知っていただく「こどもミュージアム」。

平成15年度は、恒例の夏休み企画に加えて、年間を通してのこどもミュージアム、

さらに秋の特別展にちなんだこどもミュージアムの3本を企画しています。

ご家族で、また、学校の総合学習の時間などでのご来館をお待ちしています。

※イベントなどの都合により、数日休止となる場合もございます。

■「博物館ってどんなところ？ はたらく人たち編」
本館特別第5室

平成15年4月1日（火）～平成16年3月31日（水）

博物館を支えるさまざまな仕事を紹介します。

パネル展示
●博物館の仕事　●展覧会ができるまで

●博物館の一日　●昔の展示と今の展示 など

ワークショップ（事前申込制・学校の総合学習向けプログラム）
●博物館で働こう！ など

※小・中・高等学校での総合学習の時間などで、事前

にグループ単位でお申し込みください。

問い合わせ・申し込み　教育普及室「こどもミュージアム」係
TEL 03-3822-1111（代表）

■「アレクサンドロス大王の大冒険」
本館特別第5室

平成15年8月5日（火）～10月5日（日）

アレクサンドロス大王の生涯とヘレニズム文化が楽しく

理解できるパネル展示とワークショップです。特別展「ア

レクサンドロス大王と東西文明の交流展」と同時開催。

■「測量っていいのぅ～！？ 伊能忠敬の日本地図」
本館特別第5室

平成15年10月31日（金）～12月14日（日）

伊能忠敬と測量について理解し、ワークショップで地図

作りを体験してみましょう。江戸開府400年記念特別展

「伊能忠敬と日本図」と同時開催。

講座・講演会など

東京国立博物館では、講演会や連続講義で一つのテーマを掘り下げる公開講座（オープンミュージアム）など、

一般の方々を対象とした教育普及事業を行っています。多くの皆様のご参加をお待ちしています。

■平成15年度上半期の講演会予定
※5・6月に関しては本誌裏表紙をご覧ください。

7月12日（土）初めての東京国立博物館シリーズ

「中国陶磁鑑賞入門」 列品室主任研究員 今井　敦

7月20日（日）古代の染織シリーズ⑤

「作品について：幡
ばん

」 環境保存室長 澤田むつ代

7月26日（土）初めての東京国立博物館シリーズ

考古学入門⑥「古墳時代の考古学Ⅱ（後期）」

保存修復室主任研究員 古谷　毅

8月16日（土）初めての東京国立博物館シリーズ

「朝鮮半島の考古学入門」 平常展室主任研究員 白井克也

8月23日（土）初めての東京国立博物館シリーズ

考古学入門⑦「古代の考古学」

奈良文化財研究所 田辺征夫

8月30日（土）「巨像の移送と展示について

―高幡不動尊金剛寺の不動三尊像を中心に―」

図書・映像サービス室長 岩佐光　

9月21日（日）古代の染織シリーズ⑥

「作品について：褥
じょく

」 環境保存室長 澤田むつ代

9月27日（土）初めての東京国立博物館シリーズ

「中国考古学入門」 列品課長 谷　豊信

時間：13時30分～15時　会場：平成館大講堂

定員：380名（先着順）
※特別展記念講演会については未定です。

■公開講座（東博オープンミュージアム）の参加者募集
「日本美術人物列伝シリーズ（近代篇）」全3回

日本美術史における著名な作者の人物像とその作品

に迫ります。昨年好評をいただいた「近世篇」の続篇。

●第1回　6月11日（水）

「黒田清輝─思想を描くということ『昔語り』を中心に」

東京文化財研究所美術部広領域研究室長 山梨絵美子

●第2回　6月18日（水）

「狩野芳崖―フェノロサとの日本画創生」

東京藝術大学美術部助教授 佐藤道信

●第3回　7月9日（水）

「橋本雅邦―偉大なる革新的伝統主義者」

宮内庁三の丸尚蔵館学芸室主任研究官 大熊敏之

会場：平成館小講堂

時間：14時～15時

定員：40名（申し込み多数の場合は抽選）

対象：一般

※申し込み方法　①氏名（必ずふり仮名をつけてください）
②住所　③電話番号　④年齢を書いて往復はがきで当館教育
講座室「人物列伝シリーズ」宛てにお申し込みください。
応募締め切り 5月30日（金）必着　
※講座費用は無料。原則3回連続聴講。
問い合わせ・申し込み　教育講座室
TEL 03-3822-1111（代表）
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広開土王碑 ――「教科書の日本史」再検証

講師 谷　豊信
東京国立博物館
列品課長

日本・東洋美術の見方が変わる　楽しくなる 誌上ギャラリー･トーク 11

填
本
百
三
十
一
枚
一
式
を
入
手
し
て
帰
国

し
ま
し
た
。た
だ
ち
に
軍
の
関
係
者
が
研
究

を
始
め
、八
八
年
に
研
究
が
一
段
落
し
て
、

原
本
は
皇
室
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
翌

年
に
広
開
土
王
碑
の
詳
細
な
内
容
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、同
時
に
こ
の
碑
は
古
代
に

お
い
て
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
征
服
し
た
証

拠
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。翌
、一

八
九
〇
年（
明
治
二
十
三
）に
原
本
は
四
幅

の
掛
幅
の
形
で
当
館
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
酒
匂
本
と
呼
ん
で
い
ま
す
。後
で
復

元
が
一
部
で
間
違
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
が
、酒
匂
本
そ
の
も
の
は
修
正
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。私
を
含
め
、中
年
以
上
の

方
が
教
科
書
で
ご
覧
に
な
っ
た「
広
開
土
王

碑
の
拓
本
」は
、こ
の
酒
匂
本
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
。こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
た

め
、学
者
の
な
か
に
は
、軍
関
係
者
が
日
本

の
朝
鮮
侵
略
政
策
を
正
当
化
す
る
た
め
、碑

の
本
来
の
文
字
を
書
き
換
え
た
の
で
は
な

い
か
と
疑
う
人
が
い
る
の
で
す
。

碑
文
研
究
初
期
の
貴
重
な
記
録

【
臨
写
本

り
ん
し
ゃ
ぼ
ん

】

絹
に
筆
で
広
開

土
王
碑
の
文
字
を

書
き
写
し
、四
幅
の

掛
幅
に
仕
立
て
た

も
の
で
す
。当
館
の

記
録
に
よ
る
と
、一

八
八
六
年（
明
治
十

九
）に
岸
田
吟ぎ

ん

香こ
う

か

ら
当
館
が
購
入
し

た
も
の
で
す
。館
に

入
っ
た
年
次
か
ら

み
て
、酒
匂
氏
の
持
ち
帰
っ
た
墨
水
廓
填
本

を
軍
の
関
係
者
が
研
究
し
て
い
る
間
に
造

ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。文

字
の
配
列
は
酒
匂
本
よ
り
さ
ら
に
本
来
の

も
の
と
異
な
っ
て
お
り
、研
究
の
初
期
に
は

文
字
の
配
列
の
復
元
に
す
ら
苦
労
し
た
こ

と
を
示
す
よ
い
資
料
で
す
。岸
田
吟
香
は

「
麗
子
像
」で
有
名
な
画
家
で
あ
る
岸
田
劉

り
ゅ
う

生せ
い

の
父
、そ
の
人
と
思
わ
れ
ま
す
。一
八
七

五
年（
明
治
七
）の
台
湾
出
兵
に
従
軍
記
者

と
し
て
参
加
し
た
人
物
で
、軍
に
強
い
人
脈

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。た

だ
、吟
香
が
碑
文
の
一
般
公
開
に
先
立
っ
て

こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
博
物
館
に
譲

渡
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
調
べ
が
つ
い
て

い
ま
せ
ん
。も
っ
と
調
べ
る
と
面
白
い
こ
と

が
分
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

碑
の
本
来
の
姿
に
近
い

【
拓た

く

本ほ
ん

】

集
安
で
は
一
八
八
七
年（
明
治
二
十
）頃

か
ら
大
型
の
紙
を
用
い
て
広
開
土
王
碑
の

拓
本
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、文
字
の
配

歴史の教科書に必ず登場する高句麗広開土王碑。古代日本史に深く関わる碑文をめぐって、

明治以来さまざまな研究がなされ、多くの解釈が発表されてきました。

当館所蔵の生の史料に触れていただきながら、古代史研究の一端をご紹介しましょう。

倭
の
謎
に
関
わ
る
巨
大
石
碑

今
度
の
夏
休
み
に
、学
校
の
歴
史
教
科
書

に
も
登
場
す
る
広こ

う

開か
い

土ど

王お
う

碑ひ

に
関
す
る
資

料
を
特
集
し
て
展
示
し
ま
す
。

広
開
土
王
碑
は
、中
国
吉き

つ

林り
ん

省
集
安
市

し
ょ
う
し
ゅ
う
あ
ん
し

に

あ
る
高
さ
六
・
三
メ
ー
ト
ル
の
四
角
い
石

の
柱
で
、柱
の
四
つ
の
側
面
に
計
一
七
七
五

字
の
漢
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。写
真
は
一

九
九
五
年
に
私
が
現
地
を
訪
れ
た
と
き
友

人
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
が
、い
か

に
大
き
い
か
よ
く
分
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
碑
に
は
、高
句
麗
の
王
様
の
一
人
、

広
開
土
王
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。高
句
麗
は
前
一
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま

で
、中
国
東
北
地
方
の
南
部
か
ら
朝
鮮
半
島

北
部
を
支
配
し
た
古
代
国
家
で
す
。碑
文
に

よ
れ
ば
、広
開
土
王
は
三
九
一
年
に
十
八
歳

で
王
と
な
り
、た
び
重
な
る
戦
い
に
勝
利
し

て
高
句
麗
の
領
土
を
大
き
く
広
げ
ま
し
た

が
、四
一
二
年
に
四
十
歳
で
亡
く
な
り
、そ

の
二
年
後
の
四
一
四
年
に
こ
の
碑
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。広
開
土
王
は
好こ

う

太た
い

王お
う

と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、こ
の
碑
は
好
太
王
碑

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
が
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
の
は
、

高
句
麗
軍
と
倭
の
軍
勢
と
が
何
度
か
戦
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。た

だ
、そ
の
取
り
上
げ
か
た
は
、私
が
高
校
生

で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で
と
現

在
で
は
、か
な
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
ま
で
の
日
本
の
教
科
書
に
は
、

日
本（
大
和
朝
廷
）は
朝
鮮
半
島
南
部
を
支

配
し
北
方
の
高
句
麗
と
対
立
し
て
い
た
の

で
あ
り
、そ
の
証
拠
が
広
開
土
王
碑
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
明
治
以

来
、日
本
の
歴
史
学
界
で
定
説
と
さ
れ
て

き
た
見
方
で
す
。

そ
の
後
、碑
文
の
読
み
方
は
正
し
か
っ
た

の
か
、文
字
そ
の
も
の
に
問
題
は
な
い
か
、

倭
は
朝
鮮
半
島
を
支
配
し
た
か
、そ
も
そ
も

倭
と
は
な
に
か
、学
者
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な

説
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
近

の
教
科
書
に
は「
海
を
渡
っ
た
の
は
倭
で
は

な
く
高
句
麗
と
す
る
説
や
、明
治
期
に
碑
が

見
つ
か
っ
た
際
に
碑
文
の
一
部
が
改
変
さ

れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
」な
ど
と
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

東
京
国
立
博
物
館
は
、広
開
土
王
碑
に
関

す
る
重
要
な
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。今

回
の
展
示
で
論
争
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、古
代
史
の
生
の
史
料
に

接
し
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
る
と
思

い
ま
す
。

朝
鮮
半
島
征
服
の
根
拠
と
さ
れ
た

【
広
開
土
王
碑

酒さ
か

匂わ

本ぼ
ん

】

高
句
麗
の
滅
亡
後
、広
開
土
王
碑
は
忘
れ

去
ら
れ
、そ
の
存
在
が
ふ
た
た
び
世
の
注
意

を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、十
九
世
紀
後

半
の
こ
と
で
し
た
。中
国
は
清
朝
末
期
、日

本
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。ま
ず

現
地
で「
墨ぼ

く

水す
い

廓か
く

填て
ん

本ぼ
ん

」と
い
う
も
の
が
い

く
つ
か
作
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
碑
文
を
紙

に
写
し
取
る
の
に
、文
字
を
白
く
残
し
、周

囲
を
墨
汁
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
、拓
本
の
よ
う

な
体
裁
に
し
た
も
の
で
す
。

一
八
八
三
年（
明
治
十
六
）、日
本
の
陸

軍
参
謀
本
部
の
将
校
で
情
報
収
集
の
た
め

に
集
安
を
訪
れ
た
酒さ

か

匂わ

影か
げ

信あ
き

氏
は
、大
小
の

紙
に
最
大
二
十
文
字
を
表
わ
し
た
墨
水
廓

中国吉林省の広開土王碑
現在は観光の名所。表面はかなり痛んでおり、近
くで見ても文字はよくわからない
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列
は
正
確
に
分
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し

か
し
、碑
の
表
面
の
保
存
状
態
が
よ
く
な
い

た
め
、拓
本
の
文
字
は
見
や
す
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
こ
で
、拓
本
の
文
字
を
鮮
明

に
す
る
た
め
、碑
の
文
字
の
周
囲
に
石
灰
を

塗
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、拓
本
の
な
か

に
は
碑
の
本
来
の
姿
と
は
か
な
り
違
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
拓
本
に

よ
っ
て
文
字
が
違
う
と
い
う
こ
と
す
ら
あ

り
、本
来
の
文
字
は
ど
う
な
の
か
、ま
た
酒

匂
本
の
文
字
も
適
切
な
の
か
、と
い
う
疑
問

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。当
館
所
蔵

の
拓
本
は
一
昨
年
に
ご
寄
贈
を
受
け
た
も

の
で
、塗
ら
れ
た
石
灰
が
か
な
り
剥
げ
落
ち

た
状
態
を
示
し
て
お
り
、碑
の
本
来
の
姿
に

比
較
的
近
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。昨
年
は
前

半
の
二
面
分
を
展
示
し
ま
し
た
が
、今
回
は

後
半
の
二
面
分
を
公
開
し
ま
す
。碑
に
は
読

み
に
く
い
文
字
が
多
い
こ
と
は
実
感
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、広
開
土
王
碑
周
辺
で
出

土
し
た
考
古
資
料
や
、広
開
土
王
碑
と
時
代

が
近
い
中
国
の
石
碑
の
拓
本
な
ど
も
展
示

し
ま
す
。広
開
土
王
碑
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。特集陳列「広開土王碑」

7月23日（水）～8月31日（日）
東洋館第8室

●列品解説のご案内

「高句麗広開土王碑」
8月19日（火）14時～
平成館大講堂にて　講師　谷 豊信

広開土王碑　拓本（第3面）
東京国立博物館蔵
今回展示する第3面の拓本。高句麗と倭
の激戦の模様を記している

広開土王碑　酒匂本（第1面） 東京国立博物館蔵
文字は実物大で、たいへんな迫力。左から3行目上のほう、
「倭以辛卯年来渡海破百残……」の部分が論争の焦点

広開土王碑　臨写本（第１面）
東京国立博物館蔵
酒匂氏の持ち帰った墨水廓填本を
並べ、それを見ながら写し取ったと
思われる。これもほぼ実物大
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四
月
か
ら
、東
京
国
立
博
物
館
で
は
、

よ
り
博
物
館
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、友
の
会
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、東
京

国
立
博
物
館
友
の
会
と
東
京
国
立
博
物

館
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、ご
入
会
の
手
続
き
は
当
館
窓

口
で
の
直
接
申
込
み
に
加
え
、郵
便
振
替

に
よ
る
申
込
み
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

◆
東
京
国
立
博
物
館
友
の
会

・
平
常
展
は
何
度
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

・
特
別
展
用
の
チ
ケ
ッ
ト
を
十
二
枚

差
し
上
げ
ま
す
。

同
じ
特
別
展
を
数
回
見
た
り
、
家

族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
、

チ
ケ
ッ
ト
は
多
様
な
使
い
方
が
可

能
で
す
。

・「
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

・
講
演
会
等
友
の
会
限
定
の
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
の
お

買
物
の
際
、割
り
引
き（
一
部
商
品

を
除
く
）が
あ
り
ま
す
。

年
会
費
一
万
円

※
既
に
友
の
会
加
入
者
で
有
効
期
限

が
平
成
十
六
年
三
月
末
ま
で
の
友

の
会
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、今

ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

◆
東
京
国
立
博
物
館
パ
ス
ポ
ー
ト

当
館
を
お
手
軽
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
一
年
間
使
用
で
き
る
チ

ケ
ッ
ト
で
す
。

・
平
常
展
は
何
度
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

・
特
別
展
各
一
回
計
六
回
ま
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

価
格
　
三
千
円（
学
生
二
千
円
）

問
い
合
わ
せ

当
館
渉
外
課
渉
外
開
発
係

TEL
０
３
―
３
８
２
２
―
１
１
１
１
（代）

東
京
国
立
博
物
館
友
の
会

江
戸
開
府
四
〇
〇
年
を
記
念
し
て
東

京
都
内
の
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
三
十

一
の
施
設
に
入
場
で
き
る
共
通
入
館
券

「
東
京
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ

ス
」が
四
月
一
日
か
ら
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、国

立
科
学
博
物
館
、国
立
西
洋
美
術
館
、東

京
都
庭
園
美
術
館
な
ど
の
美
術
館
・
博

物
館
の
平
常
展
、さ
ら
に
上
野
動
物
園
、

葛
西
臨
海
水
族
園
な
ど
に
も
入
場
で
き

る
共
通
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。パ
ス
を
最
初

に
利
用
し
た
日
か
ら
一
ヶ
月
間
有
効
で
、

大
人
・
子
ど
も
共
に
一
八
〇
〇
円
で
す
。

パ
ス
を
購
入
し
た
際
に
、参
加
施
設
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
お
渡
し
し
ま
す
。

ぐ
る
っ
と
パ
ス
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

開
催
。十
五
館
以
上
で
ス
タ
ン
プ
を
押

せ
ば
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
福
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

東
京
に
は
、魅
力
的
な
文
化
施
設
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。パ
ス
を
上
手
に

使
っ
て
、楽
し
い
休
日
を
す
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

都
内
美
術
館
・
博
物
館

共
通
入
館
券

ぐ
る
っ
と
パ
ス
発
売

教
育
普
及
室
で
、
主
に
学
校
と
の
連

携
事
業
や
こ
ど
も
対
象
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
の
企
画
・
運
営
と
実
施

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

去
年
の
四
月
か
ら
総
合
的
学
習
の
時

間
、
と
い
う
の
が
小
中
学
校
で
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
が
自
分
自
身

で
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
博
物
館
に
来

館
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
ま
し
た
。
先
生

や
生
徒
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
希
望
さ

れ
る
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
見
学
や
体
験

学
習
、
解
説
や
質
疑
応
答
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら
始
め
た
こ
ど

も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
博
物
館
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？
は
た
ら
く
人
た
ち
編
」
も
生

徒
か
ら
よ
く
質
問
が
あ
る
博
物
館
の
仕

事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
ま
し
た
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
来
館
し
た
一

人
一
人
に
と
っ
て
博
物
館
や
そ
の
作
品

か
ら
何
か
を
感
じ
た
り
興
味
を
も
つ
た

め
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
こ
こ
に

来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
願

っ
て
い
ま
す
。

教育普及課

鈴木 みどりさん

■
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
閉
室
の
お
知
ら
せ
■

本
館
二
階
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
す
。現
在
の
ジ
ャ
ン
ル
別
展

示
構
成
の
見
直
し
を
行
い
、日
本
美
術

の
流
れ
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
わ
か
り
や
す
い
展
示
を
目
指
し
、

今
年
度
と
来
年
度
に
わ
た
っ
て
段
階
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
る
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
、誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、6
月
2
日（
月
）〜
6
月
30
日（
月
）

は
本
館
の
二
階
展
示
室
を
閉
室
い
た
し

ま
す
。
7
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
、ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

きっかけは東博で―
「また来たい」と思われる

博物館を目指します

東京・ミュージアムぐるっとパス　

価　　格　1800円（１ヶ月間有効）
参加施設　東京国立博物館、国立科学博物館、国立西洋美術館、

東京国立近代美術館、東京都写真美術館、江戸東京
博物館、日本科学未来館、恩賜上野動物園、多摩動物
公園（この他都内22施設が参加）

販売場所　東京国立博物館ほか参加施設窓口（一部販売しない
施設もあります）、チケットぴあ、セブンイレブン、フ
ァミリーマート、サンクス、主なJRみどりの窓口など　
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九
博
だ
よ
り
　
　
最
終
回

テ
ー
マ
Ⅴ
「
東
洋
と
西
洋
」の
構
想

九
州
国
立
博
物
館
設
立
準
備
室

テ
ー
マ
Ⅴ
は
近
世
の
展
示
で
す
。大

航
海
時
代
の
西
洋
と
の
接
触
か
ら
、鎖
国
、

さ
ら
に
列
強
の
接
近
に
よ
る
開
国
へ
と

進
ん
だ
歴
史
の
な
か
か
ら
、特
に
対
外
文

化
交
流
に
つ
い
て
、東
洋
・
西
洋
を
含
め

た
視
点
で
み
て
い
き
ま
す
。

基
本
展
示
は
十
六
世
紀
半
ば
の
キ
リ

ス
ト
教
と
鉄
砲
の
伝
来
か
ら
始
ま
り
ま

す
。他
に
キ
リ
シ
タ
ン
・
朱
印
船
貿
易
・

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
な
ど
の
小
テ
ー

マ
が
あ
り
、鎖
国
の
完
成
ま
で
を
紹
介
し

ま
す
。次
の
鎖
国
時
代
で
は
日
本
の
貿

易
・
外
交
が
①
長
崎
、②
対
馬
、③
松
前
、

④
琉
球
の
四
つ
の
窓
口
に
限
ら
れ
た
社

会
を
扱
い
ま
す
。貿
易
相
手
は
対
中
国
・

対
オ
ラ
ン
ダ（
①
）、対
朝
鮮（
②
）、対
ア

イ
ヌ
（
③
）で
あ
り
、④
で
は
琉
球
の
視

点
か
ら
対
中
国
・
対
日
本
の
貿
易
と
外

交
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。最
後
の

開
国
で
は
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ

リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
来
航
が
開
国

へ
の
引
き
金
に
な
っ
た
時
代
を
考
え
ま

す
。関
連
展
示
は「
近
世
の
日
朝
関
係
と

宗
家
文
書
」、「
洋
学
と
世
界
認
識
」、「
日

本
に
お
け
る
学
問
と
教
育
」な
ど
の
中
テ

ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
展
示
テ
ー
マ
は
、文
化
交
流
展

示
の
前
段
を
語
る
べ
き
、歴
史
的
な
出
来

事
を
扱
っ
た
対
外
交
渉
史
の
性
格
が
強
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、検

討
段
階
で
実
際
に
な
ら
ぶ
実
物
資
料
が
明

確
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

現
段
階（
実
施
設
計
作
成
中
）で
は
、前
回

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、三
つ
の
国
立
博
物

館
の
協
力
を
得
な
が
ら
展
示
資
料
を
具
体

的
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
、実
際
の
展

示
資
料
に
も
と
づ
く
テ
ー
マ
構
想
の
立
案

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。例
え
ば
西
洋
、朝

鮮
お
よ
び
琉
球
な
ど
と
の
交
流
を
描
い
た

絵
画
資
料
、東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
世

界
地
図
、古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
中
国
・

日
本
貨
幣
、江
戸
時
代
の
火
縄
銃
、近
世
考

古
の
出
土
遺
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。他
の

テ
ー
マ
と
対
照
的
な
の
は
レ
プ
リ
カ
資
料

が
全
く
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。そ

れ
は
近
世
文
化
交
流
資
料
が
い
ま
な
お
、

世
の
中
に
は
豊
富
に
あ
る
こ
と
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
実
態
調
査
研

究
が
今
後
の
博
物
館
活
動
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
◆
◆

「
九
博
だ
よ
り
」は
今
回
で
連
載
を
終

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
後
の
開
館

準
備
の
報
告
は
目
下
検
討
中
で
す
。な
お

こ
れ
ま
で
の「
九
博
だ
よ
り
」は
四
月
開

設
予
定
の
九
博
準
備
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。し
ば
し
の
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆九博準備室ホームページ
URL  http://www.kyuhaku.com/pr/

13

◆
春
の
庭
園
開
放
実
施

当
館
本
館
の
北
側
に
あ
る
庭
園
に

は
、円
山
応
挙
の
襖
絵
の
あ
る
応
挙
館
、

狩
野
山
雪
、山
楽
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

絵
の
あ
る
九
条
館
な
ど
六
つ
の
茶
室

が
あ
り
、季
節
ご
と
に
趣
の
あ
る
風
景

が
楽
し
め
ま
す
。こ
れ
ま
で
、茶
会
等

で
貸
し
席
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

庭
園
ツ
ア
ー
な
ど
で
園
内
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。今
年
か
ら

は
季
節
の
よ
い
時
期
を
選

ん
で
、公
開
す
る
こ
と
に
な

り
、さ
る
3
月
21
日
〜
4

月
6
日
の
二
週
間
、一
般
に

開
放
さ
れ
ま
し
た
。ち
ょ
う

ど
お
花
見
の
時
期
と
い
う

こ
と
で
、来
館
し
た
多
く
の

皆
さ
ま
が
美
し
い
桜
の
下
、

思
い
思
い
に
散
策
を
楽
し

み
ま
し
た
。次
回
の
公
開
日

程
は
決
ま
り
次
第
本
誌
上

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。お
楽
し

み
に
。

◆『
M
U
S
E
U
M
』

5
8
3
号（
4
月
号
）

「
日
本
古
代
に
お
け
る

木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
Ⅱ

――
八
・
九
世
紀
を
中
心
に
――
」

金
子
啓
明
（
当
館
事
業
部
長
）

岩
佐
光
　
（
同
図
書
映
像
サ
ー
ビ
ス
室
長
）

能
城
修
一
（
森
林
総
合
研
究
所
木
材

特
性
研
究
領
域
チ
ー
ム
長
）

藤
井
智
之
（
同
木
材
特
性
研
究
領
域
長
）

「
中
国
墓
葬
に
お
け
る

独
角
系
鎮
墓
獣
の
系
譜
」

吉
村
苣
子
（
美
術
史
学
会
会
員
）

＊
購
読
の
問
い
合
わ
せ

当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

（
TEL
０
３
―
３
８
2
2
―

0
0
8
8
）ま
で

東京国立博物館ニュース
定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）1000

円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届けします

（振替手数料は申込者のご負担となります）。

郵便局備え付けの振替用紙で下記までお振込みくだ

さい。

加入者名（振替先）

東京国立博物館ニュース

口座番号　00100－2－388101

振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話番

号を楷書でご記入ください。

＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保

管しておいてください。

東京国立博物館利用案内
開館時間：9：30～17：00、4月から12月の特別展

開催時の金曜日は20：00まで開館（入館

は閉館の30分前まで）。

休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年

末年始（12月29日～1月1日）。ゴールデ

ンウイークおよび夏休み期間（7月20日

～8月31日）は原則として無休。

平常展観覧料金

一般420（210）円、大学生130（70）円

＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に

障害者手帳などをご提示ください。

＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展観

覧は無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生

徒手帳、健康保険証、運転免許証など）をご提示

ください。

テーマⅤ 展示室イメージ



第
1
室
　
陶
磁

〈
5
／
7
〜
6
／
29
〉

江
戸
と
桃
山
の
陶
磁

桃
山
　
志
野
茶
碗
銘
振
袖
　
美
濃

桃
山
　
織
部
扇
形
蓋
物
　
美
濃

桃
山
　
耳
付
袋
形
水
指
　
伊
賀

桃
山
　
烏
帽
子
水
指
　
備
前

（
個
人
）

江
戸
　
染
付
鳳
凰
図
大
皿
　
伊
万
里

（
個
人
）

江
戸
　
瑠
璃
地
芥
子
文
猪
口
　
鍋
島

江
戸
　
色
絵
唐
花
文
向
付
　
鍋
島

（
個
人
）

江
戸
　
色
絵
波
に
三
日
月
図
茶
碗
　
仁
清

第
2
室
　
工
芸
・
日
本
工
芸
の
至
宝

〈

〜
6
／
29
〉

平
安
　'

金
銅
蓮
華
唐
草
文
磬

（
禅
林
寺
）

桃
山
　
◎
陣
羽
織
　
猩
々
緋
羅
紗
地
違
鎌
模
様

江
戸
　'

八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
　
尾
形
光
琳
作

第
3
室
　
染
織

〈

〜
6
／
29
〉

近
世
の
染
織

桃
山
　
◎
胴
服
　
浅
葱
白
紫
染
分
練
緯
地

銀
杏
雪
輪
模
様

江
戸
　
小
袖
　
白
綸
子
地
流
水
松
藤
模
様

江
戸
　
小
袖
　
紫
紋
縮
緬
地
鯉
瀧
模
様

江
戸
　
掛
下
帯
　
萌
黄
繻
子
地
波
に
鯉
模
様

江
戸
　
打
掛
　
鼠
地
唐
織
花
立
涌
八
橋
模
様

江
戸
　
衣
裳
人
形
　
五
月
人
形

江
戸
　
産
衣
　
茶
平
絹
地
網
干
海
松
貝
模
様

（
個
人
）

江
戸
　
陣
羽
織
　
淡
黄
羅
紗
地
片
輪
車
模
様

第
4
室
　
工
芸

〈
4
／
1
〜
6
／
29
〉

特
集
陳
列

「
孔
子
さ
ま
の
お
ま
つ
り
―
湯
島
聖
堂
釈
奠
器
―
」

江
戸
　
歴
聖
大
儒
像
　
狩
野
山
雪
筆

江
戸
　
海
藻
蒔
絵
　
・
　
・
豆
・
爼

江
戸
　
雷
神
蒔
絵
尊

江
戸
　
雲
龍
蒔
絵
尊
案

江
戸
　
欹
器

江
戸
　
田
疇
象
耕
蒔
絵
書
格

第
5
室
　
武
器
･
武
具

〈
3
／
25
〜
6
／
22
〉

刀
剣
・
刀
装

鎌
倉
　'

太
刀
　
来
国
光
　
嘉
暦
二
年
紀

鎌
倉
　'

刀
　
正
宗
　
城
和
泉
守
所
持

鎌
倉
　
◎
小
太
刀
　
名
物
蜂
屋
長
光

桃
山
　
◎
短
刀
　
埋
忠
明
寿
　
慶
長
十
三
年
紀

（
個
人
）

桃
山
　
◎
朱
漆
打
刀

第
６
室
　
武
器
･
武
具

〈
4
／
1
〜
6
／
22
〉

甲
冑

鎌
倉
　
二
十
八
間
四
方
白
星
兜
鉢

宮
崎
県
西
米
良
村
出
土

室
町
　
◎
樫
鳥
糸
肩
赤
威
胴
丸

江
戸
　
紫
裾
濃
威
胴
丸
具
足

第
8
室
　
彫
刻

〈

〜
6
／
29
〉

日
本
彫
刻
史

飛
鳥
　
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
　
那
智
山
経
塚

平
安
　
◎
聖
観
音
菩
薩
立
像
　
　
　
（
醍
醐
寺
）

平
安
　
◎
吉
祥
天
立
像
　
　
　
　
（
当
麻
寺
）

慶
派
の
彫
刻

鎌
倉
　
◎
大
日
如
来
坐
像
　
　
　
　
（
光
得
寺
）

鎌
倉
　
◎
千
手
観
音
菩
薩
立
像
　
四
十
号

湛
慶
作（
妙
法
院
）

鎌
倉
　
◎
四
天
王
眷
属
立
像
　
康
円
作

第
9
室
　
彫
刻
　

特
集
陳
列
「
康
円
作
文
殊
五
尊
像
」

鎌
倉
　
◎
文
殊
菩
薩
お
よ
び
侍
者
像
　
康
円
作

第
10
室
　
金
工

〈

〜
6
／
29
〉

日
本
金
工
の
流
れ

奈
良
　
◎
舎
利
容
器

奈
良
　
◎
響
銅
塔
鋺

（
二
荒
山
神
社
）

奈
良
　
◎
金
銅
鉢

平
安
　'

金
銀
鍍
宝
相
華
唐
草
透
華
籠
（
神
照
寺
）

平
安
　'

線
刻
蔵
王
権
現
像

（
西
新
井
大
師
総
持
寺
）

平
安
　
◎
金
銅
瓶
鎮
柄
香
炉
　
　
（
金
剛
寺
）

鎌
倉
　
◎
金
銅
種
子
華
鬘（
奈
良
国
立
博
物
館
）

鎌
倉
　
◎
金
銅
五
種
鈴
　
　
　
　
（
尊
永
寺
）

鎌
倉
　
◎
金
銅
聖
観
音
懸
仏

室
町
　
◎
銅
釣
灯
籠
　
　
　
　
　
（
笠
森
寺
）

室
町
　
◎
蓬
莱
八
稜
鏡
　
　
　
（
熱
田
神
宮
）

桃
山
　
菊
桐
紋
角
切
方
鏡
「
天
下
一
青
」

江
戸
　
鉄
自
在
龍
置
物
　
明
珍
宗
察
作

特
別
第
1
室
　
浮
世
絵
版
画

〈
4
／
29
〜
5
／
25
〉

江
戸
　
亀
戸
太
鼓
橋
　
礒
田
湖
龍
斎
筆

江
戸
　
大
童
山
文
五
郎
　
東
洲
斎
写
楽
筆

江
戸
　
山
姥
に
金
太
郎
　
喜
多
川
歌
麿
筆

江
戸
　
紅
毛
油
絵
風
・
亀
戸
天
満
宮
　
歌
川
国
貞
筆

〈
5
／
27
〜
6
／
22
〉

江
戸
　
小
野
道
風
　
鈴
木
春
信
筆

江
戸
　
夕
立
雨
宿
り
　
勝
川
春
潮
筆

江
戸
　
京
都
名
所
之
内
・
糺
川
原
之
夕
立
　

歌
川
広
重
筆

江
戸
　
木
曾
海
道
六
拾
九
次
之
内
・
大
津
　

歌
川
広
重
筆

特
別
第
2
室
　
民
族
資
料

〈

〜
６
／
29
〉

特
集
陳
列
「
琉
球
の
染
織
と
そ
の
周
辺
」

第
二
尚
氏
　
薄
藍
色
地
水
に
菊

芦
に
雁
模
様
紅
型
衣
装

江
戸
　
芭
蕉
紺
地
花
織
衣
装

第
二
尚
氏
　
鼈
甲
簪

第
二
尚
氏
　
花
巾
着

第
11
室
　
古
代
・
中
世
絵
画

〈

〜
6
／
１
〉

特
集
陳
列
「
鎌
倉
新
仏
教
の
美
術
」

鎌
倉
　
◎
法
然
上
人
像

（
常
福
寺
）

鎌
倉
　
聖
徳
太
子
像

（
本
證
寺
）

鎌
倉
　
◎
遊
行
上
人
伝
絵
巻
　
巻
乙

鎌
倉
　
◎
拾
遺
古
徳
伝
絵
巻

（
常
福
寺
）

江
戸
　
日
蓮
大
士
真
実
伝

第
12
室
　
国
宝
室
　
絵
画
　

〈

〜
5
／
5
〉

江
戸
　'

鷹
見
泉
石
像
　
渡
辺
崋
山
筆

〈
5
／
7
〜
6
／
1
〉

鎌
倉
　'

餓
鬼
草
紙
絵
巻

第
13
室
　
中
世
・
近
世
絵
画

〈
4
／
15
〜
6
／
1
〉

室
町
　
◎
西
王
母
・
東
方
朔
図
　
伝
狩
野
元
信
筆

室
町
　
清
水
寺
図
扇
面
　
伝
土
佐
光
久
筆
　

桃
山
　
十
六
羅
漢
図
屏
風
　
長
谷
川
等
伯
筆

（
智
積
院
）

江
戸
　
山
水
図
屏
風
　
狩
野
興
以
筆
　

江
戸
　
漢
武
帝
・
西
王
母
・
林
和
靖
図
　

狩
野
探
幽
筆
　

江
戸
　
林
和
靖
・
山
水
図
　
狩
野
山
雪
筆
　

江
戸
　
雑
画
帖
　
土
佐
光
則
筆
　

江
戸
　
◎
山
水
図
屏
風
　
彭
城
百
川
筆
　

江
戸
　
那
智
濺
瀑
図
　
池
大
雅
筆
　

江
戸
　
◎
山
中
結
廬
図
　
浦
上
玉
堂
筆
（
個
人
）

江
戸
　
◎
船
窓
小
戯
帖
　
田
能
村
竹
田
筆（

個
人
）

江
戸
　
柱
時
計
美
人
図
　
西
川
祐
信
筆
　

江
戸
　
美
人
愛
猫
図
　
磯
田
湖
龍
斎
筆

第
14
室
　
歴
史
資
料

江
戸
開
府
四
〇
〇
年
記
念
特
集
陳
列
シ
リ
ー
ズ

「
幕
府
と
町
人
」

〈
4
／
22
〜
6
／
1
〉

『
江
戸
城
再
現
』

江
戸
　
江
戸
城
天
守
閣
図

江
戸
　
江
戸
城
障
壁
画
下
絵
　
狩
野
晴
川
院
筆

江
戸
　
公
用
日
記
　
狩
野
晴
川
院
筆

明
治
　
◎
旧
江
戸
城
写
真
帖

第
15
室
　
漆
工

〈

〜
6
／
1
〉

平
安
　
◎
蓮
池
蒔
絵
経
箱
　
　
　
（
金
剛
寺
）

鎌
倉

'

月
輪
牡
丹
蒔
絵
経
箱
　
（
西
大
寺
）

室
町
　
◎
織
物
貼
文
台
硯
箱
　
　
（
早
雲
寺
）

室
町
　
桜
蒔
絵
硯
箱

室
町
〜
桃
山
　
◎
初
瀬
山
蒔
絵
硯
箱

桃
山
　
桜
蒔
絵
角
盥

第
16
室
　
漆
工

〈

〜
6
／
1
〉

江
戸
　
桜
西
行
蒔
絵
硯
箱

江
戸
　
比
良
山
蒔
絵
硯
箱
　
塩
見
政
誠
作

江
戸
　
扇
面
散
蒔
絵
重
箱

江
戸
　
竹
菱
葵
紋
散
蒔
絵
提
重

本
館
・
法
隆
寺
宝
物
館
・
東
洋
館
・
平
成
館

平
常
展
の
主
な
展
示
作
品
　
2
0
0
3
年
5
・
6
月

本
　
館

藤
原
定
信
筆

鎌
倉
　
書
状
　
世
尊
寺
定
成
筆

（
個
人
）

鎌
倉
　
◎
西
園
寺
実
氏
夫
人
願
文
　

伝
世
尊
寺
経
尹
筆

南
北
朝
　
古
今
顕
名
抄
　
世
尊
寺
行
忠
筆

特
別
第
3
・
4
室

〈
4
／
22
〜
5
／
5
〉

「
平
成
15
年
新
指
定

国
宝
・
重
要
文
化
財
」

〈
5
／
13
〜
6
／
22
〉

「
平
成
14
年
度
新
収
品
」

平
安
　
毘
沙
門
天
立
像

室
町
　
◎
四
季
花
鳥
図
屏
風
　
伝
雪
舟
筆
　

桃
山
　
花
入
　
信
楽

江
戸
　
坪
内
老
大
人
像

元
　
青
花
蓮
池
文
大
皿

明
　
梅
花
水
仙
図
　
天
如
筆

〈
4
／
29
〜
6
／
29
〉

第
1
室
　
灌
頂
幡

飛
鳥
　'

灌
頂
幡

飛
鳥
　
◎
金
銅
小
幡

第
2
室
　
金
銅
仏
　
光
背
　
押
出
仏

飛
鳥
　
◎
阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像
　

山
田
殿
像
銘

飛
鳥
　
◎
弥
勒
菩
薩
半
跏
像
　
丙
寅
銘

飛
鳥
　
◎
菩
薩
立
像

飛
鳥
ま
た
は
三
国
　
◎
光
背
　
甲
寅
銘

飛
鳥
　
◎
押
出
阿
弥
陀
如
来
三
尊
お
よ
び
僧
形
像

第
3
室
　
伎
楽
面

〈
4
／
29
〜
5
／
25
〉

飛
鳥
　
◎
酔
胡
王

飛
鳥
　
◎
呉
女

飛
鳥
　
◎
治
道

飛
鳥
　
◎
獅
子
児

第
4
室
　
木
・
漆
工

〈
4
／
29
〜
6
／
29
〉

香
木
・
計
量
器

奈
良
　
◎
釣
枡

飛
鳥
〜
奈
良
　
◎
栴
檀
香

飛
鳥
〜
奈
良
　
◎
白
檀
香

江
戸
　
葵
紋
蒔
絵
野
弁
当

江
戸
〜
明
治
　
吉
野
山
蒔
絵
小
箪
笥
　
梶
川
作

江
戸
〜
明
治
　
印
籠
・
根
付

第
17
室
　
近
代
工
芸

〈

〜
6
／
1
〉

日
本
の
近
代
工
芸

明
治
　
七
宝
双
鳥
巴
文
鏡
　
平
田
彦
四
郎
作

明
治
　
山
水
図
額
　
鹿
島
一
布
作

明
治

刀
　
月
山
貞
一
作

明
治
　
染
付
菖
蒲
図
大
瓶
　
初
代
宮
川
香
山
作

（
個
人
）

第
18
室
　
近
代
洋
画

〈
４
／
22
〜
6
／
1
〉

明
治
　
糸
繰
老
婆
　
ワ
ー
グ
マ
ン
筆

明
治
　
旧
江
戸
城
之
図
　
高
橋
由
一
筆

明
治
　
H
婦
人
像
　
和
田
英
作
筆
　

大
正
　
農
園
の
一
隅
　
石
井
柏
亭
筆

第
18
室
　
近
代
日
本
画

明
治
　
孔
雀
　
滝
和
亭
筆

明
治
　
藤
　
山
元
春
挙
筆

明
治
　
山
水
　
川
合
玉
堂
筆

大
正
　
紙
す
き
場
　
速
水
御
舟
筆

大
正
　
牡
丹
　
荒
木
十
畝
筆

第
18
室
　
近
代
彫
刻

〈

〜
6
／
1
〉

明
治
　
◎
老
猿
　
高
村
光
雲
作

大
正
　
鯰
　
高
村
光
太
郎
作

第
19
室
　
国
宝
室
　
書
跡

〈
4
／
22
〜
6
／
1
〉

平
安
　'

秋
萩
帖
　
伝
小
野
道
風
筆

平
安
　'

寛
平
御
時
后
宮
歌
合
　
伝
宗
尊
親
王
筆

第
20
室
　
書
跡
　

〈
4
／
22
〜
6
／
1
〉

世
尊
寺
流
の
書

平
安
　
白
氏
文
集
切
　
伝
藤
原
行
成
筆

平
安
　
藍
紙
本
万
葉
集
切
　
伝
藤
原
公
任
筆

平
安
　
石
山
切（
貫
之
集
下
）藤

原
定
信
筆（
個
人
）

平
安
　
法
華
経
巻
第
四
断
簡（
戸
隠
切
）

《
広
田
松
繁
氏
》

《
渡
邊
誠
一
郎
氏
》

《
大
和
良
子
氏
》

《
岡
田
信
一
郎
氏
》

《
波
多
野
元
武
氏
》

《
石
井
柏
亭
氏
》

《
荒
木
光
子
氏
》

法
隆
寺
宝
物
館



飛
鳥
〜
奈
良
　
◎
沈
水
香

奈
良
　
◎
紅
牙
撥
鏤
尺

第
5
室
　
金
工

飛
鳥
　'

竜
首
水
瓶

飛
鳥
　'

鵲
尾
形
柄
香
炉

奈
良
ま
た
は
唐
　'

水
滴
・
墨
台
・
匙

唐
　'

海
磯
鏡

飛
鳥
〜
奈
良
　
◎
水
瓶

奈
良
　
◎
蓋
鋺

第
6
室
　
絵
画
・
書
跡
・
染
織

〈
4
／
29
〜
6
／
29
〉

書
跡

奈
良
〜
平
安
　
◎
法
華
経

平
安
　
◎
梵
網
経

鎌
倉
　
◎
勝
鬘
経

〈
4
／
29
〜
5
／
25
〉

染
織

飛
鳥
　
◎
蜀
江
錦
褥
残
欠

飛
鳥
　
◎
蜀
江
錦
帯

飛
鳥
　
◎
白
氈
　

〈
5
／
27
〜
6
／
29
〉

染
織

飛
鳥
〜
奈
良
　
綾
幡
残
欠

飛
鳥
〜
奈
良
　
平
絹
幡
残
欠

飛
鳥
〜
奈
良
　
黄
地
平
絹
幡
残
欠

第
1
・
2
室
　
彫
刻

ク
シ
ャ
ー
ン
朝
　
石
造
如
来
坐
像

石
造
菩
薩
交
脚
像

以
上
パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ

3
世
紀
　
石
造
菩
薩
頭
部イ

ン
ド
・
マ
ト
ゥ
ラ
ー

1
〜
3
世
紀
　
人
物
・
鹿
・
双
獣
文
磚
�

8
〜
9
世
紀
　
金
銅
如
来
坐
像
　
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル

唐
　
◎
石
造
浮
彫
三
尊
仏
龕
（
宝
慶
寺
石
仏
）

唐
　
◎
石
造
如
来
倚
像
（
天
龍
山
石
窟
）

16
〜
17
世
紀
　
金
銅
ヤ
マ
ー
ン
タ
カ
像

以
上
中
国《
東
房
子
氏
》

〈
西
ア
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
〉

第
3
室
　
エ
ジ
プ
ト

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
　
木
彫
鴇
像

第
23
王
朝
　
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
棺
と
ミ
イ
ラ

第
3
室
　
西
ア
ジ
ア

初
期
王
朝
時
代
　
銅
製
定
礎
神
像
　
イ
ラ
ク
南
部

ウ
ル
第
三
王
朝
　
楔
形
文
字
粘
土
板
文
書
　
イ
ラ
ク

サ
サ
ン
朝
　
ガ
ラ
ス
製
切
子
装
飾
碗
　
イ
ラ
ン

12
〜
13
世
紀
　
ラ
ス
タ
ー
彩
鉢
　
　
　
イ
ラ
ン

〈
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
〉

第
3
室
　
考
古
　

埋
蔵
銅
器
文
化
　
銅
矛
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド

バ
ン
チ
ェ
ン
文
化
　
青
銅
器
・
土
器
　
　
タ
イ

第
3
室
　
陶
磁

11
〜
12
世
紀
　
灰
釉
蓮
弁
文
合
子
　
ク
メ
ー
ル

15
世
紀
　
鉄
絵
魚
文
鉢
　
タ
イ
・
ス
コ
ー
タ
イ
窯

（
個
人
）

第
3
室
　
工
芸

「
ク
リ
ス
と
ワ
ヤ
ン
」

17
世
紀
　
ク
リ
ス
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
中
部
ジ
ャ
ワ

第
3
室
　
彫
刻

8
〜
9
世
紀
　
銅
造
ジ
ャ
ム
バ
ラ
坐
像

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

12
世
紀
　
石
造
ナ
ー
ガ
上
の
仏
坐
像

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム

第
3
室
　
染
織

18
世
紀
　
藍
地
花
模
様
金
更
紗
　
サ
ロ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ

〈
中
国
〉

第
4
・
5
室
　
考
古

商
　
甲
骨

後
漢
　
揺
銭
樹

第
5
室
　
金
工

唐
　
海
獣
葡
萄
鏡

唐
　
双
鳳
瑞
花
八
花
鏡

第
5
室
　
陶
磁

北
宋
　
◎
柿
釉
金
銀
彩
牡
丹
文
碗
　
定
窯

遼

緑
釉
皮
嚢
壺

第
5
室
　
染
織

明
　
大
燈
金
襴

第
5
室
　
漆
工

元
　
◎
龍
涛
螺
鈿
稜
花
盆

第
5
室

清
時
代
の
ガ
ラ
ス

清
　
黄
色
ガ
ラ
ス
瓶
「
乾
隆
年
製
」
銘

第
6
・
7
室
　
画
像
石

後
漢
　
画
像
石
　
山
東
省

第
8
室
　
絵
画

〈
5
／
7
〜
6
／
8
〉

宋
　'

十
六
羅
漢
図
　
　
　
　

（
清
凉
寺
）

宋
　
◎
十
六
羅
漢
図
　
金
大
受
筆

宋
　
◎
千
手
観
音
図
　
　
　
　
　
（
永
保
寺
）

元
　
○
羅
漢
図
　
伝
禅
月
筆

元
　
○
寿
星
図

元
　
◎
天
帝
図
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
雲
寺
）

〈
6
／
10
〜
7
／
21
〉

元
　
山
水
図
　
伝
夏
珪
筆

明
　
山
水
図
　
王
諤
筆

明
　
楼
閣
山
水
図
　
仇
英
筆

明
　
初
夏
山
斎
図
　
居
節
筆

明
　
○
江
山
無
尽
図
巻
　
呉
振
筆

第
8
室
　
書
跡

〈

〜
5
／
25
〉

北
周
　
摩
訶
般
若
波
羅
密
経
巻
卅
三

南
宋
　'

禅
院
額
字
　
張
即
之
筆
（
東
福
寺
）

南
宋
　
楷
書
大
方
広
仏
華
厳
経
冊
　
張
即
之
筆
　

清
　
行
書
八
言
聯
　
包
世
臣
筆

〈
5
／
27
〜
7
／
21
〉

【
明
時
代
の
書
】

楷
書
前
後
出
師
表
巻
　
祝
允
明
筆

草
書
宋
之
問
詩
巻
　
王
寵
筆

楷
書
離
騒
経
巻
　
文
徴
明
筆

草
書
七
言
律
詩
軸
　
陳
淳
筆

行
草
書
尺
牘
軸
　
陳
子
龍
筆

〈
朝
鮮
〉

第
9
・
10
室
　
考
古

青
銅
器
　
異
形
勾
玉
と
石
製
農
具

初
期
鉄
器
　
多
鈕
細
文
鏡

楽
浪
　
貞
拍
里
2
2
7
号
墳
出
土
土
器

三
国
　
◎
金
銅
製
装
身
具
　
　
伝
昌
寧
古
墳
群

統
一
新
羅
　
塔
像
文
磚
　
　
蔚
山
中
山
里
廃
寺

第
10
室
　
金
工

高
麗
　
◎
青
銅
鐘
「
乾
統
七
年
」銘

（
西
新
井
大
師
総
持
寺
）

第
10
室
　
彫
刻

高
句
麗
　
塑
造
菩
薩
立
像
　

三
国
　
金
銅
如
来
及
両
脇
侍
像

三
国
〜
統
一
新
羅
　
陶
製
菩
薩
頭
部

第
10
室
　
陶
磁

統
一
新
羅
　
緑
釉
脚
付
壺

高
麗
　
青
磁
蓮
唐
草
文
水
注

朝
鮮
　
粉
青
線
刻
魚
文
双
耳
鉢

第
10
室
　
漆
工

朝
鮮
　
葡
萄
螺
鈿
衣
裳
箱

〈
西
域
〉

第
10
室
　
西
域
美
術

〈

〜
6
／
22
〉

5
〜
8
世
紀
　
染
色
用
型
　
ヨ
ト
カ
ン
出
土

6
〜
7
世
紀
　
蓮
華
化
生
像
　ホ

ー
タ
ン
出
土

7
〜
9
世
紀
　
力
士
像
部
分

ク
ム
ト
ラ
石
窟
出
土
　

8
〜
9
世
紀
　
供
養
者
像
部
分

カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
出
土

（
以
上
大
谷
探
検
隊
将
来
品
）

第
10
室
　
西
域
絵
画

〈
5
／
7
〜
6
／
22
〉

唐
・
9
世
紀
　
地
蔵
菩
薩
像
幡

敦
煌
莫
高
窟
蔵
経
洞（
ペ
リ
オ
探
検
隊
将
来
品
）

考
古
展
示
室

先
縄
文
　
細
石
器
　
新
潟
・
荒
屋
遺
跡

縄
文
　
◎
土
偶
　
群
馬
・
吾
妻
町
郷
原
（
個
人
）

縄
文
　
土
偶
　
長
野
・
中
川
根
町

縄
文
　
土
面
　
埼
玉
・
羽
生
市
発
戸

縄
文
　
◎
巻
貝
形
土
製
品
　
新
潟
・
山
北
町

（
京
都
市
考
古
資
料
館
）

奈
良
　'

瑠
璃
骨
壺
　
福
岡
・
津
屋
崎
町

（
宮
地
嶽
神
社
）

平
安
　
灰
釉
壺
　
茨
城
・
北
浦
町

平
安
　
胆
沢
城
跡
出
土
品
　
岩
手
・
水
沢
市

（
水
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

平
安
　
◎
銅
製
経
筒
　
　
山
梨
・
柏
尾
山
経
塚

平
安
　
極
楽
寺
経
塚
出
土
品
　
兵
庫
・
香
寺
町

（
常
福
寺
）

鎌
倉
　
十
二
所
遺
跡
出
土
品
　
神
奈
川
・
鎌
倉
市

江
戸
　
小
判

東
京
・
大
島
町

寄
贈
品
展
示
室

〈

〜
6
／
1
〉

「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
か
ら
の
贈
り
も
の
」

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス「
独
立
戦
争
図
」

ル
イ
ス
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
作

フ
ァ
ブ
リ
ル
・
グ
ラ
ス
　
脚
付
燭
台

ル
イ
ス
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
作

〈
6
／
7
〜
7
／
13
〉

「
川
端
家
寄
贈
の
毘
沙
門
天
立
像
」

平
安
　
◎
毘
沙
門
天
立
像
　

＊'

は
国
宝
、
◎
は
重
要
文
化
財
、
○
は
重
要

美
術
品
を
表
し
ま
す
。

＊
展
示
期
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
5
･
6

月
の
2
カ
月
を
は
さ
ん
で
展
示
さ
れ
る
も

の
で
す
。

＊（

）内
は
所
蔵
者
、《
　
》内
は
寄
贈
者
名
を

表
し
ま
す
。
所
蔵
の
表
記
の
な
い
も
の
は
当

館
所
蔵
の
作
品
で
す
。

＊
都
合
に
よ
り
、
展
示
期
間
・
展
示
品
の
予
定

を
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
本
館
2
階
（
第
11
室
〜
第
20
室
）
は
6
月
2

日
〜
30
日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
閉
室

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

縄
文
　
火
焔
形
土
器
　
伝
新
潟
・
馬
高
遺
跡

縄
文
　
◎
注
口
土
器
　
青
森
・
十
和
田
市

弥
生
　'

銅
鐸
　
伝
香
川

弥
生
　
◎
銅
鐸
　
滋
賀
・
野
洲
町
大
岩
谷

弥
生
　
◎
銅
戈
鋳
型
　
佐
賀
市
久
保
泉
町

弥
生
　
銅
釧
（
腕
輪
）

福
井
・
鯖
江
市

弥
生
　
卜
骨
　
神
奈
川
・
毘
沙
門
C
洞
窟

弥
生
　
人
面
付
土
器
　
茨
城
・
下
館
市
女
方

古
墳
　
四
神
鏡
　
　
　
　
　
兵
庫
・
吉
島
古
墳

古
墳
　
竜
虎
鏡
　
　
京
都
・
長
法
寺
南
原
古
墳

古
墳
　
青
龍
三
年
銘
方
格
規
矩
四
神
鏡
（
個
人
）

古
墳
　
方
格
規
矩
四
神
鏡
（
京
都
国
立
博
物
館
）

古
墳
　
◎
変
形
方
格
規
矩
四
神
鏡

奈
良
・
佐
味
田
宝
塚
古
墳

（
以
上
5
点
、
銅
鏡
に
み
る
四
神
像
の
変
遷

〜
6
／
15
）

古
墳
　
◎
東
大
寺
山
古
墳
出
土
品奈

良
・
天
理
市

古
墳
　'

宮
地
嶽
古
墳
出
土
品
　

福
岡
・
津
屋
崎
町
（
宮
地
嶽
神
社
）

古
墳
　
◎
赤
烏
元
年
銘
神
獣
鏡

山
梨
・
鳥
居
原
古
墳
（
一
宮
浅
間
神
社
）

古
墳
　
◎
正
始
元
年
銘
三
角
縁
神
獣
鏡

群
馬
・
蟹
沢
古
墳

古
墳
　'

人
物
画
像
鏡
　
　
（
隅
田
八
幡
神
社
）

古
墳
　
土
師
器
（
五
領
式
）

東
京
・
あ
き
る
野
市
《
塩
野
半
十
郎
氏
》

古
墳
　
鉄
　
　
奈
良
・
大
和
6
号
墳
（
宮
内
庁
）

古
墳
　
銅
鋺
　
　
　
埼
玉
・
小
見
真
観
寺
古
墳

古
墳
　'

銀
象
嵌
銘
大
刀
・
冠
・
甲
冑
・

馬
具
・
須
恵
器
　
熊
本
・
江
田
船
山
古
墳

古
墳
　
陶
棺
・
須
恵
器
　
　
　
群
馬
・
太
田
市

古
墳
　
埴
輪
子
を
背
負
う
女
子
、挂
甲
の
武
人
　

栃
木
･
鶏
塚
古
墳

古
墳
　
埴
輪
琴
を
弾
く
男
子
伝
茨
城
（
個
人
）

古
墳
　
埴
輪
水
鳥
　
埼
玉
・
行
田
市
（
個
人
）

古
墳
　
埴
輪
馬

群
馬
・
上
芝
古
墳

古
墳
　
埴
輪
切
妻
造
家
・
切
妻
造
倉
庫
群

群
馬
・
白
石
稲
荷
山
古
墳

飛
鳥
　
蓮
華
文
軒
丸
瓦
　
　
　
奈
良
・
飛
鳥
寺

飛
鳥
　
蓮
華
文
鬼
瓦
　
　
奈
良
・
奥
山
久
米
寺

奈
良
　
三
彩
壺
　
京
都
市
西
寺
跡

東
洋
館

平
成
館

《
仏
印
極
東
学
院
交
換
品
》

《
仏
印
極
東
学
院
交
換
品
》

《
高
島
菊
次
郎
氏
》

《
青
山
杉
雨
氏
》

《
山
本
茂
策
氏
》

《
星
野
芳
郎
氏
》

《
以
上
2
点
小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
会
》

《
小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
保
存
会
》

《
以
上
2
点
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
氏
》

《
川
端
家
》

《
以
上
高
島
菊
次
郎
氏
》

《
戸
坂
隆
吉
氏
》

《
林
宗
毅
氏
》

《
井
上
恒
一
・
富
美
子
氏
》



〈京都〉
5月25日（日）まで
特別展覧会「弘法大師入唐1200年記念 空海と高野山」

〈奈良〉
5月25日（日）まで
春季特別展「女性と仏教 いのりとほほえみ」

京都国立博物館・奈良国立博物館　展示・催し物の案内

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
第
6
5
9
号
　
平
成
15
年
5
月
1
日
発
行（
隔
月
1
回
奇
数
月
発
行
）
編
集
／
東
京
国
立
博
物
館
広
報
室
　
○Ｃ
東
京
国
立
博
物
館

発
行
／
東
京
国
立
博
物
館
　
〒
1
1
0
│
8
7
1
2
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
13
│
9

T
E
L
0
3
│
3
8
2
2
│
1
1
1
1
（
大
代
表
）
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.tnm
.jp/

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.N
atM
us.jp/

制
作
・
印
刷
／（
株
）D
N
P
ア
ー
カ
イ
ブ
･
コ
ム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

東京国立博物館5月・6月の展示・催し物

夜間開館 20:00まで

西本願寺展最終日

休館日

講演会「弓箭と刀剣―その歴史的位置を探る」

休館日

平成14年度新収品
列品解説「40分でわかる！蒔絵の歴史」

講演会 古代の染織シリーズ④

「さまざまな技法：刺繍、組紐など」

休館日

列品解説「春秋・戦国時代の青銅器」

休館日

列品解説「中世の須恵器」

6/22まで

15:00

11:30／15:30
15:00

11:30／15:30

15:00

11:30／15:30
15:00

13:00／14:30

11:30／15:30

13:00／14:30
15:00

13:30

14:00

11:30／15:30
平成館大講堂

11:30／15:30
15:00

13:00／14:30

11:30／15:30

13:00／14:30
15:00

15:00

14:00

13:00／14:30

13:00／14:30
15:00

13:30 平成館大講堂

本館特別第3･4室
本館第15室

東洋館第5室

平成館考古展示室

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

平成館大講堂

平成館寄贈品展示室

法隆寺宝物館第5室

平成館大講堂

平成館大講堂

東洋館第5室

＝ボランティアによる樹木ツアー、場所：前庭内
＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、場所：本館
＝ボランティアによる浮世絵版画展示解説、場所：本館1階

11:30／15:30
15:00

11:30／15:30

15:00

15:00

11:30／15:30
15:00

13:30

13:30

14:00

14:00

11:30／15:30
15:00

11:30／15:30

11:30／15:30

15:00

平成館大講堂
15:00

13:30
15:00

7/13まで

＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。当日の予定は、インフォメーションカウンター
でご確認ください。 ※のついた催しは事前申込が必要です。（本誌3ページをご覧ください）

2003年5月 2003年6月

休館日

鎌倉─禅の源流

夜間開館 20:00まで
川端家寄贈の毘沙門天立像
講演会 初めての東京国立博物館シリーズ考古学入門⑤
「古墳時代の考古学 I (前・中期）」 13:30

休館日

列品解説

「川端家寄贈の毘沙門天立像について」

夜間開館 20:00まで

「鎌倉―禅の源流」展記念講演会

「・鎌倉の禅宗美術」※

休館日

列品解説「彫金の技法からみた日本と韓国」

夜間開館 20:00まで

講演会 初めての東京国立博物館シリーズ

「琉球文化財への招待」

休館日

列品解説「遼の陶磁」

夜間開館 20:00まで

「鎌倉―禅の源流」展記念講演会

「・禅という生き方」※

休館日

14:00

14:00
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